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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第114期

第２四半期連結
累計期間

第115期
第２四半期連結
累計期間

第114期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 8,712 8,274 20,041

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△425 △852 235

四半期純損失（△）又は当期純利益

（百万円）
△501 △982 109

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△752 △871 926

純資産額（百万円） 7,148 8,013 8,826

総資産額（百万円） 26,082 26,715 26,966

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額

（円）

△11.31 △22.14 2.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 27.4 30.0 32.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5 787 1,034

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△257 △265 △548

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
208 449 △556

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
2,334 3,621 2,524

　

回次
第114期

第２四半期連結
会計期間

第115期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

3.17 △5.65

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第114期第２四半期連結累計期間及び第115期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。第114期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は次のとおりであります。

　非連結子会社であった岡本工機（常州）有限公司は重要性が増加したため、第１四半期連結会計期間より連結の範

囲に含めております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政治主導による経済政策への期待から円高修正や株高が進

み、企業心理も好転するなど、明るい兆しも見えてはおりますが、原材料価格の上昇や、消費増税に対する不安感

など、回復期待の中にも先行きの不透明感は払拭されておりません。海外におきましては、米国では緩やかな景気

回復が続く一方で、中国をはじめとする新興国では、足元の成長率に陰りが見えております。欧州におきまして

も、持ち直し傾向にはあるものの、混迷からの脱却には、まだ時間を要すると思われます。

このような状況の中で、当社グループは、新たな市場の開拓、コスト競争力の強化などに注力し、グループの総

合力を駆使して、業績の向上に努めてまいりましたが、国内設備投資の停滞に加えて半導体市況低迷の影響をう

け、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は前年同期比5.0%減の8,274百万円となり、経常損失は852百万円（前

年同期は経常損失 425百万円）、四半期純損失は982百万円（前年同期は四半期純損失 501百万円）となりまし

た。

　　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①工作機械 

国内市場におきましては、前年度後半における受注低迷の影響をうけ、主力の平面研削盤をはじめとして、売上

は低水準で推移いたしました。

一方、受注の状況ですが、政府のものづくり補助金等による企業支援政策の効果もあり、主力製品である汎用タ

イプの平面研削盤が更新需要を中心として増加しております。また、内面研削盤も超硬工具を中心とする工具業界

からの受注が引き続いて順調です。

また、海外市場におきましては、米国市場ではエネルギー関連、建設機械関連等を中心として、受注は引き続き

好調に推移しております。欧州市場では、ロシアにおける引合が堅調に推移しております。前年度より、輸出の鈍

化や通貨安の影響等で低迷が続いている中国、アジア市場では、工作機械関連業界向けにコラム型平面研削盤、円

筒研削盤などを受注いたしました。

しかしながら、これらの受注がすぐに売上及び利益に貢献できず、以上の結果、売上高は前年同期比0.2%減の

7,473百万円、営業損失は411百万円（前年同期は営業利益 255百万円）となりました。

　

②半導体関連装置   

半導体市場におきましては、内外需ともに、依然として厳しい状況が続いております。半導体メーカーの設備投

資も大幅に抑制されており、半導体関連装置を製造する当社におきましても、売上は低調に推移いたしました。

一方、受注の状況ですが、各種携帯電子機器用半導体を生産する設備として、ウェーハバックグランダーを東南

アジア市場にて、また精密部品加工用として、大型ポリッシュ装置と大型ラップ盤などを欧州市場にて受注いたし

ました。さらに、中国市場において、太陽光発電用インゴット加工装置を複数台受注いたしました。

以上の結果、売上高は前年同期比34.4%減の801百万円、営業損失は41百万円（前年同期は営業損失 24百万円）

となりました。
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（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して250百万円減少し、26,715百万円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が1,084百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が1,416百万円減少したこ

とによるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債の合計は、前連結会計年度末と比較して562百万円増加し、18,701百万円と

なりました。主な要因は、短期借入金と長期借入金が合計で483百万円増加したことによるものであります。

　また、純資産は、前連結会計年度末と比較して813百万円減少し、8,013百万円となりました。主な要因は、円安

に伴い為替換算調整勘定が108百万円増加した一方で、四半期純損失982百万円を計上したことによるものでありま

す。

　これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末の32.7％から30.0％となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して1,097百万円（43.5％）増加し、3,621百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、787百万円（前年同期は５百万円の獲得）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純損失852百万円により資金が減少した一方で、売上債権の減少1,516百万円により資金が増加し

たことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、265百万円（前年同期は257百万円の使用）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出259百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、449百万円（前年同期は208百万円の獲得）となりました。これは主に、長期

借入金の返済による支出1,157百万円により資金が減少した一方で、長期借入れによる収入1,558百万円により資

金が増加したことによるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　

① 基本方針の内容

当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特定の

者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に

資するものである限り、これを一概に否定するものではなく、最終的には株式の大規模買付提案に応じるかどうか

は株主の決定に委ねられるべきだと考えております。

ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好な関係を保ち続けることができな

い可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社グルー

プの価値を十分に反映しているとは言えないもの、あるいは株主が最終的な決定をするために必要な情報が十分に

提供されないものもありえます。

そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務として、株主のために、必要な

時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉などを行なう必要があると考えております。

　

② 取組みの具体的な内容

(ⅰ) 基本方針の実現に資する特別な取組み

当社は大正15年の創業以来、研削盤を中心とした工作機械分野と半導体関連装置分野において、高性能の製品を

生産し顧客のニーズに応えていくことによって高い評価を受けてきました。今後も長期にわたる顧客・取引先との

信頼関係やブランド力に基づき、さらに安定した経営基盤を確立し、社会に大きく貢献していけるような企業への

飛躍を目指しております。当社グループでは、中長期的な戦略として「景気に左右されることなく利益を上げ得る

強固な経営体質」の確立・定着を図るべく、全社を挙げて取り組んでおり、また一方で、内部管理体制の強化やコ

ンプライアンスの遵守など、経営の改善にも取り組んでまいります。さらに、近年、社会的な重要問題となってい

る、地球環境への配慮に努め、環境に調和する技術の開発や事業活動を心がけていくこととしております。これら

ひとつひとつの取組みが、当社および当社グループの企業価値の向上、ひいては株主共同利益の極大化に繋がって

いくものと考えております。
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(ⅱ) 不適切な者によって支配されることを防止するための取組み

当社は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止する

ための取組み（会社法施行規則第118条第３号ロ）の一つとして、平成23年５月13日開催の取締役会及び平成23年

６月29日開催の第112期定時株主総会の各決議に基づき、平成20年６月27日に導入した「当社株券等の大規模買付

行為に関する対応策（買収防衛策）」の内容を一部修正のうえ、継続しております（以下、継続後の対応策を「本

プラン」という。）。

本プランは、当社株式等の大規模買付行為を行なおうとする者が遵守すべきルールを策定するとともに、一定の

場合に当社が対抗措置をとることによって大規模買付行為を行なおうとする者に損害が発生する可能性があること

をあらかじめ明らかにし、これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さな

い当社株式等の大規模買付行為を行なおうとする者に対して、警告を行なうものであります。

　

③ 不適切な者による支配を防止するための取組みについての取締役会の判断及びその理由

上記②の取組みは、企業価値・株主共同の利益を確保・向上させるための具体的施策として策定されたものであ

り、上記①の基本方針に沿うものであります。特に、本プランは、株主総会で承認を得て導入されたものであるこ

と、その内容として合理的な客観的要件が設定されていること、独立性の高い社外取締役、社外監査役又は社外の

有識者から選任される独立委員会が設置され、本プランの発動に際しては必ず独立委員会の判断を経ることが必要

とされていること、独立委員会は当社の費用で第三者専門家を利用することができるとされていること、有効期間

が最長約３年と定められた上、取締役会によりいつでも廃止できるとされていることなどにより、その公正性・客

観性が担保されております。

したがって、当社取締役会は、上記②の取組みについて、企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであっ

て、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。

　

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、61百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,178,956 47,178,956
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 47,178,956 47,178,956 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 47,178,956 － 4,880 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

オーエスジー㈱ 愛知県豊川市本野ヶ原３丁目２２ 2,975 6.31

㈱岡本工作機械製作所 群馬県安中市郷原２９９３番地 2,838 6.02

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱（常任代理

人　日本マスタートラスト信託銀

行㈱）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,163 2.46

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,074 2.28

あいおいニッセイ同和損害保険㈱

（常任代理人 日本マスタートラ

スト信託銀行㈱）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 776 1.65

岡本　勇 神奈川県横浜市港北区　 754 1.60

旭ダイヤモンド工業㈱ 東京都千代田区紀尾井町４番１号 565 1.20

ユニーグループ・ホールディング

ス㈱　
愛知県稲沢市天池五反田町１番地　 536 1.14

大和証券㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目９番１号 474 1.00

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町１丁目４ 405 0.86

計 － 11,562 24.51

（注）１.三菱ＵＦＪ信託銀行㈱の所有株式数の内、信託業務に係る株式数はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,838,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 43,478,000 43,478 －

単元未満株式 普通株式 862,956 － －

発行済株式総数 47,178,956 － －

総株主の議決権 － 43,478 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

㈱岡本工作機械製作所
群馬県安中市郷原

２９９３番地
2,838,000 － 2,838,000 6.02

計 － 2,838,000 － 2,838,000 6.02

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,033 4,117

受取手形及び売掛金 6,197 4,780

商品及び製品 1,404 1,755

仕掛品 3,341 3,591

原材料及び貯蔵品 2,401 2,353

その他 365 376

貸倒引当金 △50 △56

流動資産合計 16,693 16,919

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,132 4,005

機械装置及び運搬具（純額） 2,764 2,828

その他（純額） 2,134 2,170

有形固定資産合計 9,031 9,004

無形固定資産 129 151

投資その他の資産

投資有価証券 233 229

その他 901 431

貸倒引当金 △22 △21

投資その他の資産合計 1,112 639

固定資産合計 10,272 9,795

資産合計 26,966 26,715

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,988 1,810

短期借入金 7,396 7,509

1年内返済予定の長期借入金 2,227 3,021

未払法人税等 83 47

賞与引当金 163 253

その他 1,012 1,250

流動負債合計 12,872 13,894

固定負債

社債 100 100

長期借入金 3,851 3,427

退職給付引当金 990 962

資産除去債務 80 81

その他 244 235

固定負債合計 5,267 4,807

負債合計 18,139 18,701
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,880 4,880

利益剰余金 6,403 5,481

自己株式 △1,344 △1,346

株主資本合計 9,939 9,015

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5 8

為替換算調整勘定 △1,118 △1,010

その他の包括利益累計額合計 △1,112 △1,002

純資産合計 8,826 8,013

負債純資産合計 26,966 26,715
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 8,712 8,274

売上原価 6,610 6,512

売上総利益 2,102 1,762

販売費及び一般管理費
※1 2,200 ※1 2,520

営業損失（△） △98 △758

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 11 0

物品売却益 7 10

為替差益 － 64

その他 39 34

営業外収益合計 61 112

営業外費用

支払利息 144 170

為替差損 177 －

その他 65 35

営業外費用合計 387 206

経常損失（△） △425 △852

税金等調整前四半期純損失（△） △425 △852

法人税等 76 129

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △501 △982

四半期純損失（△） △501 △982
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △501 △982

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17 2

為替換算調整勘定 △232 108

その他の包括利益合計 △250 110

四半期包括利益 △752 △871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △752 △871
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △425 △852

減価償却費 536 600

賞与引当金の増減額（△は減少） 44 87

受取利息及び受取配当金 △13 △2

支払利息 144 170

為替差損益（△は益） 175 △89

売上債権の増減額（△は増加） 2,013 1,516

たな卸資産の増減額（△は増加） △988 △399

その他の資産の増減額（△は増加） △63 △45

仕入債務の増減額（△は減少） △1,156 △180

その他の負債の増減額（△は減少） 14 118

その他 23 △0

小計 305 923

利息及び配当金の受取額 12 3

利息の支払額 △143 △164

保険返戻金の受取額 － 99

法人税等の支払額 △209 △101

法人税等の還付額 40 27

営業活動によるキャッシュ・フロー 5 787

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △216 △202

定期預金の払戻による収入 222 216

有形固定資産の取得による支出 △222 △259

保険積立金の積立による支出 △22 △11

その他 △18 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △257 △265

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △615 114

長期借入れによる収入 1,515 1,558

長期借入金の返済による支出 △734 △1,157

社債の発行による収入 100 －

リース債務の返済による支出 △55 △61

その他 △0 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー 208 449

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △91 984

現金及び現金同等物の期首残高 2,425 2,524

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 112

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 2,334 ※1 3,621
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった岡本工機（常州）有限公司は重要性が増加したため、

連結の範囲に含めております。  

 

（追加情報）

連結納税制度の適用

　当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より連結納税を適用しております。  

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給料手当 636百万円 781百万円

賞与引当金繰入額 47 70

退職給付費用 56 56

貸倒引当金繰入額 △0 4

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 2,824百万円 4,117百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △489 △495

当座借越 － △0

現金及び現金同等物 2,334 3,621
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント　
調整額

（注）1　

四半期連結損
益計算書計上

額
(注）2　

工作機械
半導体
関連装置

計　

売上高   　 　  

外部顧客への売上高 7,491 1,220 8,712　 －　 8,712

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －　 （－）　 －

計 7,491 1,220 8,712　 （－）　 8,712

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
255 △24 231　 △329 △98

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△329百万円は、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っ

ております。　

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント　
調整額

（注）1　

四半期連結損
益計算書計上

額
(注）2　

工作機械
半導体
関連装置

計　

売上高   　 　  

外部顧客への売上高 7,473 801 8,274　 －　 8,274

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －　
      （－）

  
－

計 7,473 801 8,274　 （－） 8,274

セグメント損失（△） △411 △41 △453　 △304 △758

（注）１．セグメント損失（△）の調整額△304百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △11円31銭 △22円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △501 △982

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（百万円） △501 △982

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,360 44,345

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。  

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。  

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

株式会社岡本工作機械製作所

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永井　　勝 　　 印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社岡本工

作機械製作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社岡本工作機械製作所及び連結子会社の平成25年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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